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ツイートの文の感情に基づいて顔文字を推薦する 
 

     
 

ユーザがTwitter上でのコミュニケーションを 
円滑に進めることができる 

 
●ツイートの収集 
 
●感情語辞書と顔文字のマッチング 
 
●感情値の計算方法の見直し 
 
●機械学習の取り入れ方について 

ユーザBのつぶやきへの返信 

顔文字の役割 

neutral positive negative 

付加 転換 弛緩 強調 

ユーザがTwitterに 
文を入力 

ユーザが顔文字を 
選択・使用 

顔文字の役割を考慮して 
感情値に合う顔文字を推薦 

文の感情値を 
計算 

提案手法 

背景 

目的 

顔文字は人の感情を 
表している 

顔文字を用いることで、 
表情のない、文字だけの 

コミュニケーションを円滑に進める 

顔文字を用いる場面が多い 

今後の課題 

■強調：顔文字が文の感情を強めている 
■付加：文の感情がないときに顔文字の感情が付加される 
■転換：顔文字が文の感情を転換する 
■弛緩：顔文字が文の感情を和らげている 

喜 好 安 昂 怖 怒 厭 驚 恥 哀 

Simeji(日本語入力アプリ)との違い 

・Simeji：単語を入力し、顔文字に変換する 
・提案手法：文を入力し、文の感情を計算、 
 顔文字を推薦する 

顔文字の使い方がよくわからない、 
使いにくいと感じていると考えられる 

これまで顔文字を 
利用することがなかったユーザ 
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コミュニケーション、 
 

人間関係が生まれる 

一方で 

良いことなくて嫌になる～ 
変換 

送信 

弛緩 (^0^) (*ﾟ▽ﾟ) 
ユーザ入力欄 

感情値に合う顔文字を使用する候補として表示 
「良いことなくて嫌になる～」=強いnegativeな感情 

文の感情を弛緩する顔文字を推薦 
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・感情軸は10軸 
・機械学習を取り入れる 
  →短時間で大規模なデータを扱う 


